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令和２年度県政に対する要望について 
 

 令和２年度の県政に対する要望について、その内容は、別添資料のとおりです。 

 



令和２年度

県政に対する要望について

令和元年８月２日



要望項目数と昨年度との比較

カテゴリー
昨年度要望した

項目数
本年度要望する

項目数

１．県事業の迅速な取組を要請する項目 ３９項目 ３９項目
（新規：９、継続：３０）

２．県と本市との連携による取組を要請
する項目 １０項目 １０項目

（新規：２、継続：８）

３．本市の取組に対する支援充実を要請
する項目 １１項目 １１項目

（新規：１、継続：１０）

４．国政に対する要望への支援・協力を
要請する項目 ４０項目 ３９項目

（新規：７、継続：３２）

合 計 １００項目 ９９項目
（新規：１９、継続：８０）



幼児教育・保育の無償化に伴う認可外保育施設における保育の
質の確保・向上

１-（７）

国の減額調整措置見直しの趣旨に則した未就学児の医療費の
窓口無料化に係る県補助（１/２補助）対象者の拡充

１-（２）

１ 県事業の迅速な取組を要請する項目①

今回の要望のなかで、４項目については、県政に対する要望に先立って、
三重県知事と津市長との「１対１対談」で協議します

防災・安全交付金を活用した事業に対する要望額の満額交付

継 ：昨年度も要望

対談時の項目順

三重県知事と津市長との「１対１対談」

日時

場所

令和元年８月７日（水） １５時３０分から

サンデルタ香良洲：津市香良洲町２１６７番地

新

継

４-（35）

水道事業の経営に多大な影響を与える県営水道料金単価（基本・従量）
の低減

１-（39） 継

４ 国政に対する要望への支援・協力を要請する項目

継

新 ：新規要望



日 時

場 所 三重県庁３階 プレゼンテーションルーム

令和元年８月２０日 １３時００分から火

三重県知事への要望書提出日程

令和２年度県政に対する要望

昨年度の県政要望
平成３０年９月１１日



１ 県事業の迅速な取組を要請する項目

主な要望内容

航空レーザー測量による森林状況調査の積極的な推進及び
収集データの地籍調査への活用

１-（15）

：新規要望新

国の防災・減災、国土強靭化のための３カ年緊急対策による
社会基盤整備事業の着実な推進及び同対策のさらなる継続・
強化に向けた予算確保１-（14） 新

など全３９項目

新

国の３カ年緊急対策を有効活用した県事業の推進
令和３年度以降の同対策の継続・強化に向けた国への働きかけ

県下全域での早期調査に向けた十分な予算確保
地籍調査への有効活用が可能となる仕様への設定変更



県と本市との連携による取組を要請する項目

津市交通遊園・阿漕浦海浜公園跡地の用地利用計画の
早期策定及び整備

２-（２）

三重とこわか国体ビーチバレーボール競技に係る
開催経費の確実な予算措置及び積極的な支援・協力

２-（４）

など全１０項目

国民体育大会競技運営に係る経費及び市町競技施設整備費
補助金の確実な交付

２-（５）

：昨年度も要望継

継

継

継

県による跡地の用地利用計画の早期策定
阿漕浦海岸への誘客、国体セーリング競技での利活用にもつながる舗装整備

事前協議で確認された開催経費の予算措置の確実な履行

大会運営への人的・技術的支援

実情に応じた運営経費交付要綱の策定と確実な交付

整備補助金の交付要領に基づく確実な交付と補助対象の柔軟な対応



３ 本市の取組に対する支援充実を要請する項目

など全１１項目

森林経営管理制度の円滑な実施に向けた市町への
さらなる人的支援

３-（７）

天神排水区における浸水被害解消に向けた県・市連携
による雨水流出抑制対策

３-（10）

：昨年度も要望継：新規要望新

新

継

専門的・技術的知見を有する県職員の市町への直接派遣

県立草の実リハビリテーションセンター跡地への一時
貯留施設（調整池）の整備



４ 国政に対する要望への支援・協力を要請する項目

地籍調査に係る予算確保及び法務省並びに国土
交通省直轄事業の促進

４-（13）

「外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策」
への市町の実情に応じた財政措置

４-（16）

：昨年度も要望継：新規要望新

継

新

国・県補助金、負担金の要望額の満額交付
市町の円滑な事業推進につながる国直轄事業（都市部
官民境界基本調査、法務局の地図作成）の促進

外国人増加に伴う、市町の実情に応じた対応策実施のた
めの必要な財政措置



４ 国政に対する要望への支援・協力を要請する項目

：昨年度も要望継：新規要望新

農業の担い手親族の後継者への支援充実及び予算
の確保

４-（19） 新

大谷踏切拡幅事業の着実な推進に向けた支援

４-（32） 継

国の農業次世代人材投資事業の親元就農者に対する
交付要件の見直しと十分な予算確保

国から『改良すべき踏切道」に法指定され、「特に重点配
分を行う事業」の要件を満たす事業として、防災・安全交
付金の満額交付と計画期間内の確実な事業完了に向け
た支援



学校施設環境改善交付金事業への防災・減災、国土強靭化
対策の措置の継続及び同交付金の取扱い、算定方法の見直し

４-（37）

中勢グリーンパークにおける公民連携による施設整備への
積極的な支援・協力及び社会資本整備総合交付金（官民
連携型賑わい拠点創出事業）の優先的な配分４-（34）

など全３９項目

４ 国政に対する要望への支援・協力を要請する項目

：昨年度も要望継

継

継

事業推進のための助言や情報提供などへの積極的な支援・
協力と交付金の優先配分

交付金事業への防災・減災、国土強靭化対策の予算措置
の継続実施
大規模改造事業の優先採択、実態に即した工事費の面積
単価の引き上げと上限額の見直し・撤廃



県管理河川の早期整備に向けた予算確保に係る新たな仕組みづくり

昨年度要望した項目のうち実現したもの

事業間連携河川事業〈高潮対策〉

大規模特定河川事業

個別補助事業

① 大規模事業（抜本的な対策）

海岸保全施設整備連携事業

② 事業間連携（他事業と連携した対策）

事前防災対策に向け、特に優先度の高い都道府県の大規模事業等を計

画的・集中的に推進するため、国が個別補助事業制度（補助率：１／２）
を創設

市内３つの
県事業が採択



広域基幹河川改修事業の推進

昨年度要望した項目のうち前進したもの①

相 川 国の大規模特定河川事業に採択

新相川橋

志登茂川 国の事業間連携河川事業（高潮対策）に採択

【事業内容】
橋梁（新相川橋）架替 （橋長45ｍ、幅員9.5ｍ）

【全体事業費 国補助率：１／２】
16億8,200万円 （国費８億4,100万円）

【事業期間】 令和元年～令和８年

【全体事業費 国補助率：１／２】

１億3,000万円 （国費6,500万円）

【事業期間】 令和元年～令和２年

【事業内容】 堤防嵩上げ （延長900ｍ） 《連携する事業》
＜国事業＞
津松阪港海岸直轄海岸保全施設整備事業
＜県事業＞
上野・白塚海岸海岸保全施設整備連携事業
白塚漁港海岸高潮対策事業



昨年度要望した項目のうち前進したもの②

○上野地区海岸堤防整備に係る予算の拡充及び着実な整備推進

○志登茂川浄化センター周辺海岸堤防整備及び幹線管路の整備推進

上野・白塚地区海岸

【事業内容】

堤防嵩上工 （延長2,507ｍ） 12億1,000万円 （国費6億500万円）

【事業期間】 令和元年～令和６年

海岸保全施設整備連携事業に採択

上野地区海岸（延長1,583ｍ）
白塚地区海岸（延長924ｍ）

上野地区海岸 10億4,000万円
白塚地区海岸 1億7,000万円

【全体事業費 国補助率：１／２】

（県）志登茂川

（県）上野・白塚地区海岸

（県）白塚漁港海岸

（国）津松阪港海岸

採択された事業

連携する事業



昨年度要望した項目のうち前進したもの③

漁港の海岸保全施設整備に係る予算の拡充及び白塚漁港に係る
海岸保全施設整備事業費補助金の重点配分

県管理の白塚漁港は、国の海岸保全施設整備事業費補助金（補助率
2/3）を活用し、漁港海岸堤防を整備を実施

予算増額と白塚漁港への重点配分により事業の加速化へ

平成３０年度当初予算
７億円

白塚漁港への配分
6,000万円

平成３０年度補正予算
３億円（追加補正）

令和元年度当初予算
９億4,800万円

１億2,000万円

１億8,960万円
前年度比

35％増

白塚漁港（白塚工区）



地方の要望額に見合った公立学校施設整備費予算の十分な確保
及び学校施設環境改善交付金の取扱い・算定方法の見直し

昨年度要望した項目のうち前進したもの④

国の公立学校施設整備費予算（学校施設環境改善交付金）を活用し、
市内小中学校の大規模改造工事やエアコン整備等を推進

平成３０年度当初予算 ６８１億円（うち、学校施設環境改善交付金：２８８億円）

予算の大幅な増額により、小中学校の施設整備が加速

平成３０年度１１月

令和元年度当初予算 １，６０８億円

（うち、学校施設環境改善交付金：１，２５２億円）

ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金創設
追加補正：９８５億円

平成３０年度２次補正予算 学校施設環境改善交付金：３７２億円

前年度比

136％増
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津市プレミアム付商品券 

８月５日から申請受付コールセンター開設 

８月下旬から住民税非課税者へ申請書の発送開始 

９月下旬から子育て世帯へ購入引換券の発送開始 
 

 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。  



８月５日から申請受付コールセンター開設
８月下旬から住民税非課税者へ申請書の発送開始
９月下旬から子育て世帯へ購入引換券の発送開始

令和元年８月２日

津市プレミアム付商品券



対 象 店 舗 津市内の商品券取扱登録店舗（スーパーマーケット等の商店）

対 象 商 品 商品代や飲食代、各種サービス

販売額及び券種 １冊５，０００円分の商品券を４，０００円で販売 （１冊：５００円×１０枚）

発 行 冊 数 ２６万冊 発行総額 １３億円（うちプレミアム分２．６億円）

購 入 限 度 額
住民税非課税の方 一人当たり５冊（25,000円分＝5,000円×５冊）

子育て世帯の方 一人当たり５冊×対象の子どもの数

商品券販売期間 令和元年１０月１日（火）～令和２年２月 ７日（金）

商品券有効期間 令和元年１０月１日（火）～令和２年２月２９日（土）

税金、公共料金や電子マネー等の換金性の高いもの、
たばこ、公序良俗に反するものなどについては対象外

津市プレミアム付商品券の概要

目 的

消費税・地方消費税率引上げが、住民税非課税者・３歳未満の
子育て世帯の消費に与える影響を緩和するとともに、地域におけ
る消費を喚起・下支えすることを目的とする

国の「プレミアム付商品券事業補助金」を活用



津市プレミアム付商品券の購入対象者

購入対象者及び
津市内の対象者数

（見込み）

住民税非課税者
（約44,500人）

子育て世帯の世帯主
（約7,500人）

令和元年度
（平成31年１月１日時点）

住民税が非課税の方

令和元年９月３０日時点で
３歳未満のお子さまがいる
世帯の世帯主の方
（平成28年４月２日から令和元年９月30日までに
生まれたお子さま）

※課税者と生計同一の配偶者、
扶養親族、生活保護の受給者等は
対象外

の場合は、

住民税非課税者として３人分、
子育て世帯の方として１人分、
計４人分購入可

父 ： 住民税非課税
母 ： 住民税非課税
子(３歳未満) ： 住民税非課税

両方対象の方は、両方の条件で
購入可
例えば、



津市プレミアム付商品券の流れ
対象者

①申請方法

②購入引換券
を受け取る

津市内の商品券取扱店で使用可（令和元１０月１日（火）～令和２年２月２９日（土））④商品券の使用

令和元年度 住民税非課税者

対象と思われる方へ、８月下旬に、申
請書等を発送。商品券の購入を希望
する人は、市へ申請書の提出が必要

【申請期間】 令和元年１１月２９日（金）まで
【申請方法】 郵送 （同封の返信用封筒で送付）

対象要件の審査の結果、該当する人には、
９月下旬から順次、購入引換券を発送

津市が指定する市内の郵便局で購入可（令和元１０月１日（火）～令和２年２月７日（金））

以下の子育て世帯の世帯主には、
９月下旬から順次、購入引換券を発送

生年月日 基準日 発送時期

平成２８年４月２日～
令和元年６月１日

令和元年６月 １日

９月下旬
令和元年６月２日～
令和元年７月３１日

令和元年７月３１日

令和元年８月１日～
令和元年９月３０日

令和元年９月３０日
１０月下旬

（以降、順次発送）

申請不要

子育て世帯の世帯主

③商品券の購入



津市プレミアム付商品券の販売場所

地域別 販売場所

津
（７箇所）

津中央郵便局
平日9:00～17:00
土曜9:00～17:00
日曜・休日9:00～12:30

津新町郵便局
平日9:00～17:00

津博多郵便局
平日9:00～17:00

津橋南郵便局
平日9:00～17:00

津緑の街郵便局
平日9:00～17:00

一身田郵便局
平日9:00～17:00

津城山郵便局
平日9:00～17:00

久居
（２箇所）

久居郵便局
平日9:00～17:00

七栗郵便局
平日9:00～17:00

地域別 販売場所

河芸 河芸郵便局
平日9:00～17:00

芸濃 椋本郵便局
平日9:00～17:00

美里 美里郵便局
平日9:00～17:00

安濃 安濃郵便局
平日9:00～17:00

香良洲 香良洲郵便局
平日9:00～17:00

一志 一志郵便局
平日9:00～17:00

白山 白山郵便局
平日9:00～17:00

美杉
（２箇所）

美杉郵便局
平日9:00～17:00

奥津郵便局
平日9:00～17:00

商品券は、
市内１０地域、
合計１８箇所
の郵便局
窓口にて販売

※郵便局の場所はイメージ



津市プレミアム付商品券取扱店募集

津市内において、商品の販売、サービスを提供する店舗
公共料金、金券、事業仕入や資産性の高いもの、たばこ、公序良
俗に反するもの等については商品券の利用は不可

対 象

登録申込書に必要事項を記入し、
ＦＡＸ（059-226-7513 津市プレミアム付商品券事務局宛）で
送付または下記専用ＷＥＢサイトから申し込み
津市内に複数の店舗がある場合は店舗ごとに提出が必要

申込方法

無料 （登録手数料・換金手数料など一切無料）手 数 料

詳細については、津市プレミアム付商品券専用ＷＥＢサイトをご確認ください
（URL: https://premium-gift.jp/tsu ⇒ 津市ホームページからもご覧いただけます）

専用WEBサイトはこちら

https://premium-gift.jp/tsu


津市プレミアム付商品券 取扱店登録状況

地域別 店舗数

津 ４２８

久 居 ９２

河 芸 １８

芸 濃 ２３

美 里 １

安 濃 ９

香良洲 ３

一 志 １８

白 山 １６

美 杉 １０

合 計 ６１８

業種別 店舗数

百貨店・スーパー・コンビニ ７８

飲食料品店 ６３

ホームセンター・家電量販店 ９

衣料・身の回り品・その他小売業 ２４１

飲食店 ９７

理容・美容店 ７

病院・ドラッグストア・調剤薬局 ６８

その他 ５５

合 計 ６１８

取扱店の募集は、令和２年２月７日（金）まで！
～事業者の皆さんの積極的なご参加をお待ちしています～

（７月31日（水）現在）



津市プレミアム商品券発行事業 問い合わせ先

コールセンターは、
用途別に２種類！ 津市プレミアム付商品券申請受付

コールセンター

059-229-3572
令和元年８月５日（月）～令和元年12月27日（金） 平日9時～17時

津市プレミアム付商品券使用案内
コールセンター

050-3850-8195
令和元年９月１日（日）～令和２年３月31日（火） 平日８時30分～１７時
※ ９月１日（日）～11月30日（土）の期間は、土日祝も対応

購入予定者が対象

購入者・取扱店が対象

申請手続き・受付状況や
対象かどうかの問い合わせ

商品券の販売・使用や取り
扱いに係る問い合わせ
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